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研究成果の概要（和文）：本研究により、(1) 近年の英文法研究の成果を参照して現行の学習英文法の不備や欠
陥を明らかにし、(2) 現行の学習英文法のどこをどう変えれば日本人高校生・大学生にふさわしい学習英文法が
構築できるかを具体的に示し、(3) 学習者の英文法学習を促進するイディオム、文法構文、談話、語用論、言語
変種の用例を収集することができた。さらに、(4) 日本人高校生・大学生にとって望ましい学習英文法の枠組み
についての考察も深めることができた。

研究成果の概要（英文）：This research has (1) shown inadequacies and defects of the current 
pedagogical English grammars, (2) examined how the current pedagogical English grammars should be 
improved to help Japanese learners of English at high school and university facilitate their grammar
 learning, and (3) collected authentic and useful examples of idioms, grammatical constructions, 
pragmatic principles, and linguistic variations. It has also gained some significant knowledge about
 the useful theoretical framework of pedagogical English grammars for Japanese learners at high 
school and university.

研究分野： 日本人英語学習者のための学習英文法

キーワード： 学習英文法　英文法研究の英語教育への応用　英文法教育　外国語としての英語の教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 外国語としての英語の教授に際しては、学
習者のモチベーション、英語を使うニーズ、
英語との接触量（インプット量）、英語学習
開始時期などを考慮すると、明示的、非明示
的の別を問わず、英文法指導が不可欠である
ことを疑う余地はない。しかし、英文法指導
に関しては、英語教育家の考えは、(1) 必要
と考え、伝統的な英文法の内容を伝統的な教
授法に従って教えることを是とする考え方
と、(2) コミュニケーション能力を育成する
には英文法指導はできるだけ少ないほうが
よいと考える考え方に二分される傾向があ
る。しかし、その二つの考え方の間には、(3) 
英語コミュニケーション能力を開発するに
は、今までの伝統的な英文法を伝統的な方法
で教え続けるのではなく、正しい英文法を分
かりやすく教えることが不可欠と考える考
え方がある。私には 3 番目の考え方が最善と
思われるが、この 3 番目の考え方に沿った研
究や実践はあまり進んでおらず、最初の 2 つ
の考え方の間の不毛な論争に明け暮れする
状況があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、近年の英語学研究の成果に基づ
き、日本人高校生・大学生のための学習英文
法を構築することを目指すものである。具体
的には次の四つの目標を設定した。 
 
 (1) 形態論、文法構文、談話、語用論等に関
する近年の英文法研究の成果を参照し、現行
の学習英文法の不備や欠陥を明らかにする。 
 
 (2) 現行の学習英文法のどこをどう変える
と日本人高校生・大学生にふさわしい学習英
文法ができるかについて考察する。 
 
 (3) 文法事項をわかりやすく説明すること
のできる、語、句、文法構文、談話、語用論、
言語変種等の用例を多数収集する。 
 
 (4) 学習英文法はどのような枠組みである
べきかについて考察する。 
 
３．研究の方法 
現在、日本で使われている高校生・大学生

のための学習英文法の内容とその指導法に
内在する問題点を明らかにしたうえで、教え
るべき英文法の内容とその指導法の改善案
を提示するという目的に沿って以下の五つ
のことを実行する。 

 
（1）英語のさまざまな文法構文の意味を明
らかにする国内外の文献を読み、さまざまな
文法構文に対する深く正しい理解を得る。 
 
（2）関西外国語大学公開講座「英語教員の
ための夏期リフレッシャーコース」に参加し
た現職英語教員の方と、現在、英阪神の高校

で英語を教えている教員の方に、教室でどの
ような英文法指導をしているか、英文法教材
を使っているかいないか、使っている場合に
は、市販のものを使っているか、手作りのも
のを使っているか、英語で英文法指導をして
いるかなどをアンケートにより調査する。 
 
（3）海外協定校である米国北テキサス大学
とアラバマ大学の教員が、関西外国語大学で
実施している英語の授業を観察し、日本語環
境における英語教育について授業担当教員
と情報・意見を交換する。 
 
（4）海外協定校である米国北テキサス大学
と西オーストラリア大学を訪問し、英語環境
の中で英語を学ぶ海外留学生のための英語
の授業を観察し、そこの教員の方と、英語環
境における英語教育と、外国語（日本語）環
境における英語教育に関する情報や意見の
交換を行う。 
 
（5）文法構文の正確な意味を広く英語学習
者に教えるために論文、特に実践的な論文を
できるだけたくさん執筆する。また、たくさ
んの論文を執筆することによって、学習者が
知らない重要な文法の知識を学習者にわか
りやすく伝えるための文章表現を工夫する。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果は以下の 7点にまとめる
ことができる。 
 
（1）The Japan News（読売新聞社発行の英
字新聞）に、主として、形態論、文法構文、
談話、語用論に的を絞った小論文を、月 1 回
のペースで発表した。科研費助成を受けてい
た 4年間にThe Japan Newsに掲載された小
論文の数は 48 件に上った。 
 
（2）大修館書店『英語教育』（月刊誌）の読
者の質問に回答するコーナーで、英語学習者
が抱く英文法に関するさまざまな質問を取
り上げ、近年の英文法研究の成果を踏まえて
それらに回答した。2017 年度に『英語教育』
に掲載された小論文の数は 8 件に上った。 
 
（3）大学英語教育学会関西支部の機関誌
（JACET Kansai Journal）に論文を 1 件発
表（共著）した。論文のタイトルは、「学習
英文法の研究とその英語教育への応用」であ
る。本論文は同学会関西支部の機関誌編集委
員会の依頼を受けて執筆したものであるが、
科研費助成を受けた本研究（課題：近年の英
文法研究に基づく高校生・大学生のための学
習英文法研究）の特徴を具体的に映し出すも
のと言ってよい。さらに、英語教育にかかわ
る 2 件の図書にそれぞれ 1 件ずつ、英文法研
究の英語教育への応用について考察した論
文を発表した。『日本の言語教育を問い直す―
８つの異論をめぐって』という図書に掲載さ



れた論文のタイトルは、「英文法教育の目的
と内容と方法」であるが、なぜ英文法を教え
るのか、どのような内容をどのように教えた
らよいのかという根本の問題について論じ
たものである。また、『英語教育徹底リフレ
ッシュ―グローバル化と 21 世紀型の教育』と
いう図書に掲載された論文のタイトルは、
「学習英文法の内容の改善をめざして」であ
る。本論文では、学習英文法にはどのような
内容を盛り込むべきかについて具体例をあ
げて論じた。 
 
（4）学会や研究会で口頭発表を 2 件（うち 1
件は共同発表）、講演（基調講演と招待講演
と特別講演）を 7 件、関西外国語大学の公開
講座で英語教員向けの講義を 4 件行った。ま
た、2014 年 11 月に学習院大学で開催された
シンポジウム「言語系学会は、学問研究の成
果を、今、どのような形で社会に還元するこ
とができるか？―言語教育への貢献を巡っ
て」の司会を務めるとともに、「英文法研究
の成果を大学英語教育に活かす」というタイ
トルの口頭発表を行った。このシンポジウム
は、言語系学会連合と日本英語学会が公開特
別シンポジウムとして共催したものである
が、英語専攻者だけでなく、それ以外の言語
の専攻者や英語教育関係者が多数参加した
こともあり、Q&A のセッションではフロア
から多彩な質問やコメントが寄せられた。こ
のシンポジウムは、言語系の諸学会は、言語
教育などを通していかに社会に貢献できる
かという問題を正面から取り上げた公開講
座であり、大変有意義であった。 
 
（5）科研費助成による 4年間の研究期間中、
毎年開講されていた関西外国語大学公開講
座「英語教員のための夏期リフレッシャーコ
ース」で、公開講座に参加された現職英語教
員に英文法指導の実態に関するアンケート
調査を行った。現在の中学校、高等学校にお
ける英文法指導の実態を示す貴重な資料が
得られた。 
 
（6）関西外国語大学の海外協定校である北
テキサス大学と西オーストラリア大学を訪
問し、そこで開講されている、海外からの留
学生に英語環境の中で英語を教える授業を
観察した。また、上記の 2 大学の英語教員と
文法教授について情報、意見交換を行った。
さらに、日本人英語学習者が英文法学習時に
作り出す文法上の誤りをいくつか取り上げ、
それらの誤りの背後に日本語があることを
示した。出席していた上記の 2 大学の英語教
員の中には、日本人留学生に英語を教えた経
験を持っている方もおられ、たくさんの質問
やコメントをいただいた。また、北テキサス
大学では、インテンシブ・イングリッシュ・
ランゲージ・インスティテュートの所長のお
計らいで、そこで英語の授業を受講している
関西外国語大学の学生たちから授業の様子

を聞くことができた。そこから日本人大学生
が文法学習についてどのような意識を持っ
ているかを知ることができた。 
 
（7）科研費助成による 4 年間の研究期間中
に執筆した論文を集め、研究成果報告書とし
て刊行した。同報告書は、「近年の英語学研
究に基づく高校生・大学生のための学習英文
法研究」という領域で優れた研究をしている
研究者と、このテーマに関心を持っている高
校英語教員と大学英語教員に送付し、批判を
仰いだ。その方たちからいただいたコメント
は、今後の研究の方向を探るのに有益であっ
た。 
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